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阻 .シユ ー マ 冫領 填 に深 け 蚤 一酸 化 炭素




艘 素 は シ昌 一 マ ン領 域 帥 ち).).】750{i剖〕OAの光
を吸孜 して,匳 子 に 分解 す 蚤・
0雖 Σ蚕)+hv→OρPj÷〔ソ(ilリ(】 〕
こ の 場 合P普 通 の0原 子 の 他 に 準 安 定肌 態 の
Ot{犂1))原子 を生 ず るが 故 に}之 が 如 阿 な る化eSfF
用 を霧 す か は甚 だ歟 のあ る事 で あ る.
反 膳 管 は長 さ2〔㎏mの 石英 管 に て,其 の一 刪 に非
常 に 薄 い 眉英 膜 を隔 て で,イf英製 の,奥素.放電 管(紫
外 線 光 源)を 直 接 に熔 接 ナ る・ 實 驗 峰 件 を簡 單 な ら
しめ る爲 に,低 鱶(0.Oi～】mml.lg)にて賞 驗 を行 ひ,
匪 力 を1"irnt:i醸力計 に て測 る。 反 崖 管 は 叢 初 よ く
加 熱 と排 氣.とに よ りて 吸 蔚 瓦斯 を除 きた る後 レ瞭 子
.旺是酸 素Fこて三一1.'分1二庭理 ナ る・乏tこ適 店㌃量 の(,2とCぐ,
との 混 合 氣(常 にOt過 剰 とす}を 入 れ,光 を蝋 射
す れ ば 直 ち に燃 力 の誠 少 を來す ・ 瓦 感 迚 度 は 最 初 は.
殆 ど一 定 に て,数 分後 念 激 に速 度 を濆 じて 止 む.此
の全 壓 の 變化 は丁 度 始 のCO分 壓 の 隅 倍 に鴬 り,
CO+垂Ot=cotなう醐 係オ1イヒ尋墨お辷諭 臼㌻f二成 立 す る・
〔生 成 せ るC`.)ert液螢 空 氣 に て 固化 せ しむゆ
始 め のCO分 醸 を一 定 と す ろ時 は,反 峨 速度 は
03分 壓1.二E比例 し,又 婚 め の.OLh分壓 を一 定 に す
る時 は,cO分 傾 の小 な る問 は逵 度 は之 に 比例 し,
或 る分 壓 に於 て 飽 和 を來 しそれ よ り之 に 無 幽 保 とな
O.こ の 脯.係を衷 はナ 曲錬 は,卩 亅'度COの 吸 着熔
湛 餬 線 に 粗欝 してゐ る と見 ら彳レる・ 從 つ て 反 應機 構
と して 石 英壁 に吸 若 して ゐ.ろL'O.と.之 に 街突 し
た0原 子 とtt互に緒 合 ナ る と考へ ら る・1Iarteck及
Kopsehの實 驗tz.P流ySik.(:hein.B12,:327〔]931》]
」こ依 れ・i;r,;E観爿慶態 の0びP)はCOと 反 囈 が し難
い.從 つ て此 の際 には電 子 ス ビ ン保 存律 よ り準安 定
恥 韓 の0'〔1D)が茂 應 に 興 か る・ 即 ち
COnd.(・Σ)+0'ゆ)=CO:C一')
斯 の反 慮機 構 の假 定 に よ り反 應 速 度 式 を求 むオしば
v-d黯 一・晒 ・万c:・)
茲 にkは 比 例 憧勲:,ロ00は.1cmeに吸 着せ るC(,
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録
数,npiは15CCにlcm=に衝 突 す る0'の 鍛 で あ る.
今nDOにL跏gmuir吸 琉 等 温式.を代 入 レno'に 挿
々の澱 詑 を入 オして計 算 を行へIY
_1.npplYY_
を3.tる茲 に 馬bは 恒 數 で あ る.此 の式 は分壓 に對
す う反 應 薀 慶 の 影 礬 を.よく表 は して ゐ る.(北 川)
69.低 逹X+イ オ ンに よ る非 彈性
衝 突 の 條 件 の研 究
n,xhm;ay1..Elektrochem.,42rS一ｰ_1(1936),




な る繰 々 の瓦 斯 或 は 蒸 氣 分 子 に 街突 させ た 結 皋大 韓
に於 て1に 屬 ず る分=f13彈性 街 突 をな しIIの 分子
は非 彈 性 街突(K÷ の邂 動 の ヱ ネル ギー ボ 被 衝突 分
子 の 冉 部 エ ネル ギ ーに な る.)をナ る:,〉を瀝 め た・ 實
驗 方 法 ばUcmpste・の方 法 に よ りK+の 質 最 スペ
ク トル を と りその 分 布 曲 隷 が1或 はIIの 分 子 の 存
推に ょ り變 化 す る有 楼 を槻 察す るにあ る・
珊論 的 には 非 彈 性 街 突 の 條 件 と して次 の三 つが 考
へ られ る・7)二 つ の衝 突 分 子 の持 っ エ ネ ル ギ ーが
少 くと も活 性 化 熱 よ りも大 で あ る事,b,衝 突 して
nる 時nn,c)蓬移 碇 串.
%xnerに依 れ ば 衝 突 が 非 彈性 的 で あ る確 寧2卩ち 衝
突 巾 に 】な る歌 藪 か ら2な る状 態 に 移 る確 寧 肝 は
・一[築.ぜ・・轟 噸 ゴ
で輿 へ らt,a・ 二1にW幽3は 敢 も接 近 した時 に於
け る相x.作川 の エ ネル ギ ーの歌 憩1及 び2に 醐 ナ るマ
トリ.ツク ス嬰 素 で あ り,τは街 突 して ゐ る時 瑚,aは
ar.2
鷲Tで ムEは1⇒2な.る鬱 化 に ょ る内 部 禺 ネルギ
の熨 化isであ る・乂E」・己2・Eyは1に近 い 伍 を拝 つ て
.ゐる・ 衛 突時 憫 が 長 い と非 彈慴…街突 を起 し易 い事 に
な るが 二の衝 突 時 間 τは分 子 が``軟 い"感 ど大 で
あ る と考 へ られ る・この"軟 き"を 大鎧 訴 慣 ナ る錫
f.〉/:の二 っ の もの を考 へ た.そ り一 つ は反 壕指 轂 で
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_一_一_`冒_}一 、 .一..¥ 第10巻
子 が 腰近 した時 そり周 り.ボテ ン シヤ ル エ.ネル ギ ーU
と距 離.・ とV・en係はILt一 一瓮一+斗 とな る(へ.
ド ア
1},b,.n.1よ恒 數}.n>bで あ つ.てll.nは{kee式の第.
ニ ヴ イ リア ル係藪:から求 あ ら彳しう・.nが小 な 乙分子
ぱ反 撥 力 弱 く軟 い と考 へ ら払 るゆ 次 に分 子 の 容 硫 を





炭化水素では.師渡 の六なるものの加 鞠 ゆ ヰ
ルギーをk+.から奪封まる,くH瞳 寸)




今 二個b分 子 の 街突 を 考 へ る.に,街興 して ゐ るll}
間(・)..及is街突 纏 に於 て 見 目け 確 串(・・)は瀞 液li聖.
に 於 て も若 しその分 子(溶 質 分 子)と瀞 媒分 子 との欟
'群 肋{%く 繭 突 分子 嚇 喇 互{剛 及 び 運 蜘
峯ル ギ_オ ζ溶 媒 に よb.影轡 さオしr}」噂合(永 久 ガ スり
轍,.CC』.tiioj・$)1埠に瓦 鰍 態 に於 て も同
一 で あ 乙・.從つ て瀞 質分子 相 互 間 の街 突 數 ω 及 び そ
の 逆 鼓闘 係 に あ る街突ll"oqc均時1司 唾 冨10105㏄一1







瞬 梱 紳 から,徽 によりい らの隴 題樋
機曾を得て全.く分離ナるまで數囘ea返し街突ナる爲
・・… な… 轍 ・幽 面… 内での1
1どよS..著者は緜 な餓 朗モタルを作 り實際'ζ衡
.突 囘設を.測定1し,瀞媒粒子め密度 と.一つり街突園中
に轡 衝突贓 卿 聴@と 噌 硲 観 出した・
その橇果.まり粘潮でない藩液,倒へ}燻 盈アルゴン
(観稜密塵25%},cCI尋(3蚕%)では 石52一弔 である
て 考慮 され た と同 楼,.光化 學反 感'二於 て.も考 慮 すべ
きで あ る・尸 團 巾 の夲均 衝突 数 は.五な4Yl軍Pt突レ.た.
こ:餌の分 チ が次 の 餝 窯 前 に 兮齢 ナ る乖 串 は11fiであ
る・光.分解 に於 て は,.こオしは.光に ょ ワ「解雌 して 揖 來
たvatf-xは遊 雌薦 参 初期 再 柵 命 てpri]riarf'rce・mbiηa-
tion,T}ユ眠Fkr:d,.Soe..30,】⑳3物 化 の.蓮歩.8,抄
録laσ 冊 喪)・)からtWtLる確 寧 で あ る・.即ち,光 鼠
子 生 成 寧 は初 期.醇結 合 に ょD・減 少 す る・.然しな.がら
一 方 ㈹ 突anunDfibtgaoRtmerちll廡た 原子 組 遊
陰墓 り2ト均 ∫k命り 尉 加が あ る.晦 仔1±1/iiに,後者
は 盲に比 例 ナ るか ら雨≒酔の影 簿 は相 殺 す.る・従 つ で
罪:{射き.tLZ.ゐ多溶r配の 病〔子 又 は遊 離墓 の定 黻 犀葭,
更 に そオしに比 例 ナ る光化 學 反 感 り速 度 は初 期 再紡 合
に ば無 闘 係 で あ る・ 術,原 子 又 は 避毒 幕 り 有 す る巡
塑1工塾.ルギ ーi{丿ヒに な る と初 期 再 亊霧今 に よ り遁オしe.
確 『孳が 多 く.な.ると考 外 ら彳レる,こ オしは そ{しら の聟騨改
が溶 媒 分 子 り質 鍛 よ.り大 な る.掲倉 に起 る.もので,.例
へ ばあ る水潯 液 の艮 應で は光 量 子韋 隣率 は 波畏 に ‡
り大 い.に影 響 さ扎 引・.然しCC㍉ 巾 の]eの 光分 解
の 奴 鯲 鮴 の隅 嫡 場 郁=「:)7》Cα・戸 麟
に影 霧 され ぬ だ ろ う・ 震 際,1原 子 は2?}の.活性 歌
態 で は初 期 醇績 合 を しな い とr般 に考 彗 らオしる.が,
　 す
そ オしを作 雨 に充 分 な 等 ネル ギ ー をzatへる5000A以下
の 波長.り場 合・に .も.廻;子ま仁成 率 の39如財よ・認め ら#しな 力聖
つ た・..叫ちP初 期再 姑合(街 窪 機:溝の集 姻 悔)の存 否.
は 光 化鍋 反 慮に 影 黥 を騨b海 ・(水 藻}
...「一..一.一 一.■ ■■一一t
7LO耳 基.の 融 .力 學
A・A6.}"re."監&Q.Oldcnberg,
J.Cbem.?hys,,4,"把(1936)・
H・(・鰤 の.放電によつて凱 たOHが 邸 臥
後敦分の一秒間存績 し途に渭失するまでの椀構を勸
岬 的に研nし た・ 糊 究ρ特eiSOt匸の吸婦
3061A(O→0)の廻鱒 の職 度.を各賞啣 蹴 いて鰊
籤籌し潔㍊謙欝 謙羨ち
黼 ・と〔〔あ ・毒僻 際 ・・あ.・,弔・聯 ・r
す.る・.滴者 は各H..O礁 力,.及びH¢.添 加9)楊命 に
つ い て.kを 測 廻 し衣 表の 如 き績 果 を得 た・
梶沸 った・.x一の鰍 繖 臓 炒 計算して脈}Platenumhec.・.OmmH;・蹙 .














































さてll、O,ll,OHを殿 閥 質Ett・ ばOHの







然 るf二(]の,(2諏)のt島合 は單 にk'tと な る・
表 よVみ1LぱkはH20壓 力又 はIlea～甘 加 と共Lロ
に扮 加 ナ る を以つ てOH.の 再結 会 が(1a),C?h)で
な く,(り 又 は(2)に依 る こ.とは 明 かで あ う・次.に第
三 燈 が 壁で あ るか1[!O分 子 で あ るか を決 定 す.る禽
反 應 管 り 内爾 にKCIを 凱1・J一した爲 が 古 秒で 既 にOI-t
l
が 認 め らオしな くな つ た・ 之 を6i,子表湎 の 玄Lめ 場 合
の ■㌔秒 に比.1:ltば,KCIオ=Ol.1…:吸疳 して(1)乂
は(2)のII∫結 合 を促 逖 した こ とが 判 る.之 はKCtを
塗 仔 しない 場 合 に ぼ硝 子.表而 の 墾反 慮 が 主 で な.く氣.
相 巾 の均 一 系 反鷹 が主 で あ つ た 二 と を示 す・更 に(】)
(2》のtw4Lをとるべ きか を決 定ナ る録,著 者 はHeOe
り
をそ の 吸收 スペ ク トル(1くUIOOA)1二よ つ て求 あ た
1
が 少 く と もTinMmHg以上は 存 在 せ ぬ 事 を確 め 〔OH
l±O.1mml.lgの程度),結局 阿 も塗 っ て な い硝 子 管 中
のIltO放 電 停 止後 のOIIreの潰失 は(2)なる氣 衵
巾 に於 け る三 分子 伐 蟻 が 最 も大 な る役 割 をな しでゐ
る と櫨 して ゐ る.(志 田)
了2.7タ ロ シ7二 冫及び 銅7タ ロ シ7呂 冫




酵 素 が 水 嚢 を活 悔 化 す る.機構1二就 て は現 霧り 處 殆
ん どネ 明 で あ.るが 著 者 は 臻線 蓄や^ミ ン埠 の 核 をな.
して ゐ るボ ル フイ ン構 迸 に.よく似た 巾 心 核 を有 ナ 斎.
ロ
撮題物質の抽 、「1が,恰も金驪觸媒の如く7k素の關係.

















絮 原子 と置 換 す る蜜 が解 う た,
之 は ペ ンゼ ン核 の 水素 で な く
中 央 環 の水 素 で あ るraが想 像
され.る・euち此 窒 素 と.MAし
た7k劉旨オ{動き易 し、と云リミ、事1こ
な る・
.;鮴 素 と水 と破 換 膿 .
.菌の反 應 の起 る よ りも低 い温 度 に於 てDα÷1.t.u-
Hp十 耳PQの 反 鰉1を促 延 す る.事が 解 つた.
.鼠 尊垂素.と.ア】《素 との#lt・ｰ
]50ｰ一一3iOｰCに於 ては 此反 慮 は.蠏媒 な しには 殆 ん
ど起 らぬが フタ ロシア ニ ンが7i(ii#Lと剣∫に起 ろ,
言舌性イ匕熱`江18Kca童・
4。 溶 媒 の影 響 ・
飾 記1の 反 塵 の 際 フ タ ロ シア ニ ンは 糟 晶 を用 ひ た
.が,之 をベ ンゾ フエ ノ ン箏 に淋 して使mraと 反 慮
を起 さない.之 は瀞 媒 分 子 が活 性 中心 に 軸 合す る1$
で あ ら う・ 乂 フ タ ロシア`ン 以 外 の胸 質例 へ ば ア ン
zラ 七 ンの如 き もの は 觸 媒飜…の無 い4tを知つ た.
5・ ノ{ラ水素 の斡 移 ・
薗 記 諸 貰 驗 に よ りフ タ ロ シア 昌 ンは 水 巍分 子 を活
[靴 ナる邸 解つた酬 「パラ水索硝 擬 行はし
め る と一 層 朋 瞭 とな る・寅 驗 に よ り満性 化 熱tikcal
とな り,昌 ツ ケル尊.を觸媒 と した場 合 と殆 ん ど同 じ
値 となつ た.故 に金 屬 觸媒 の場 合 知 ら#tてゐ る楼 に
水 素 分子 碑 邸子 に 解離 して7タ 凵 シア 昌 ンに吸 酋 さ
れ.るも.のと考 へ られ る.フ タロ シア 昌 ン分子 の 巾心
環.をな して ゐ る4個のN原 子 が 其活 性rll心で あ る ら
.しyl.若 し然 りとナ オ.しばII2+D窪.一.ｰIIItの反 康 も
三 佃 の水 素 分 子 を夫 々原子 に 解 剛iして7<iYjし得 る か
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讃 化赳鍍 と:tNるが フt…'一ア骨"・MD.り酵毒によ
る新陣代謝明 蛾 り櫑 快 きい事が此計算'.=よつて
鮎甌かオしる・(窪 川)
mUV■ 一個 伴-tt'一't一.▼A.'
了3.K光 電 面 の 水素 に怯 る堰 懲
R.C.】3()s"'prtli,Trans.Farad.Soc.,
52sヨ36DA.T5(t93`3〕.
S'u]lrmann等あ研 究に 依iLrdiK薄膜 は 單 に水 素
分 子 に弱 劃 た丈 で に光 礑感 度 に 影 響 は な い ・X,こ
の 永 素.を蹇函.して放 電 を起 させ る丈 で も變 化 は な いが
水 索.イオ.ンがK面 に衝 突 す る搬 な置 極 配 澱 を施 し
た描 合 に始 め て著 しい紛 感 作用 が 現 れ る・斯 く して
碍 らオした表 面 は 純K頂rと は 全 然 異 な り,x隷 選 折
法 で 檢 ぺ た結 果 に依 れ ば,KH,とKの 微 季吉品がi昆
海 ナ る事 がわ か った ・
X,Lukirsk)'PRayn`,ffはこの 」骨惑 而「はKll炎
面 にK.が 一 畷⊂子 的1二吸.蔚され た 一KITK.なる展 で
あ る と考 へて 居 る・
一 〃分子 歌 水 素 はK表 面 と反 應 しな い が,純W
.1(iAiには 容 易に吸 膚 ナ る と考へ られ て 居 る.K両 の
む サ
格 旺礪 薮 は6.25ATWの ぞ オしは,2.56A,両 し てII,.
ニ
の二i囂子 内 の準 均 問 隔 はO.76Aとさオして 居 る・斯 う
云 ふ 事 か らK長 齬fに1.【膠分 子 力ζ作 堋 し難 い の は,
kのisに先づ{{一1{内の 鸚}踊が蹟 げ らキしね ば な ら∫≧
と云 轟、事 と剛 係 オ守あ る事 と.恩は オしる.
聨者 はWの 表面 に.K或 は.llの吸 着 膜 をつ く
りその 党 電基:麿り彎 化 か ら.吸 着 膜 の假…質 を考嬬 し
て 居 るし
先 づ 最 初 に.w・嚢 面.にKunsrnanリカ リウム源
`F・森+A』o,+K,Oを 峰 綜上i:Utりつ け てPt
せ る もめで あ つ て,】く+ion放出源 と レて 優 秀 な 乙 も
の,木誌 細 介339頁夛照}「.二佼 て,..Kの薄 嘆 をっ く リ,
こ
その 光電 子 放ll{の隈 界 波 長 λ07140Aを得 た・ こ4し
は 、V・Kに聴1需す る表 而 と考 へ らiレる・次 に之`二晋
通 の・康1を10一:Sm・n600。Kに於 て,こ の 面 に 一 時
間 觸 オレさせ た後 排 氣 した 哮 の},t二は 何 の變 化 も瑠 め
らiLなか つ た・ 然 るに,・1'1熱W繊條 に依 て 從 らiL
る矇 弓㌧歌 水 素 を上 の}こ.而に萄 れ させ る と.署し く ㌔
り
は短 波 長 あ方 にっ れ て15700A程度 に もな つ た・ 二
遭しはW・K-H表 面 に烈 織 す る もので あ る.次 に更
冂 二こり.に 肋 囎 暦、。,.。、今度は遙.輝 ...
ロ
感 慶 が櫓 抑1して,)o=S300Aにも.なった ・而 しで こ
iLはW・K・H・Kに 拑 需 す る.面と考 へ られ る・
づkt二亅二と1よ郷,こ.、V表繭臼こ直接7k調鑒を吸着 せ しめ
て,W-H晦 をっ く リニの上 に.K.の暦 をつ く らせ.た
　
もの は}o=92DOAに も及r誤躍…電 疏fが得EtiLた・ 以












この 義後 の弓給 ・か ら考 へaと,水 索 はW面 に彊
く吸 着 し,WH頭1はWinit.kヒしKに 電 氣 的陰 性 と
な る媛 に この 裴面 に 躱 齎 したK原 子 は 一 層強 い 分
擬 作 用.を受 け従 て そ の光 電子 放 出傀 が 著 し く榊 大 す
る もの と考 へ 桝 レる,蒐'
即 ち,二れ に 依 てW・II・K面も1認ngmuiもKingd㎝
.等に依 て黄 見fLたW・0・C5面 の如 く疑 秀 な る売
1氤配と.して作mし 得.るこ と.が認 め らオした..の.であ る.・
(後簇 》
一.一 尸.....・.'酬'・.'.r..m"　一
74.酸 化 タ ン.グス テ ン上のtシ ウムの 移 勸
L.Punk,Tans.Nxrad.Soe.,32,740.8..一]4Q9$li).
宰 解 究 り嫡 緇 は駿 化 鐵 のfirii_Csの原子 縹 をあ
てzと 光 電子 的 性 質をs;じczの.f∫1=給を斷 つ とそ の
光 電 子 葷 洫 は漸 次 賊 衰 す る事 をJINIした 事 にあ 己・
著 者 は此 の光 電 子 的 活 性 の減 衰 被 梅 を更 に 研 究せ ん
と し,鐵 よ りも扱 ひ 易 いaン グ ス テ ン奪硝 ひ て1'fKi
L行 つ た.
寳 驗 の方 法 の 大要 を建 ぺ る と,商 度 のsn!mr於
て一 定 湖.慶に保 つ た タ ン グx.テンの細 い 望!:環ン(10'l
cmの 厚 さに猷 化 して 置 く)り中央 部 の一 點 へCsの
一 建 蝦慶 の原 子 練 をあ て つ .i.その 離 分 か らの光/L-1
電 流(光 源 は水 鯲樹 勧 呶 二し豕1識 る哮 問 りCs
の 口子 綜 を巾 斯 しzそ の後 の米 電子 電 流 ρ渋 豪 を測
定 す るので あ る,リ ボ ンの表 面 に衝突 ナLC5原 子
の数 は リボ ンの 温 度 が 高 い 時(6W。C)`ま衝 突 したCs
が全 部 硝 イ 才 ン とな.つて穉 蒸1蔑す るか ら その艮}電捷
を測 定 して算 出す るか,乂 は リitvhifll度がae.・時
はC5は 桑 部 リボ ン.に吸 齎 さオして ゐ るか ら:渊滝後 之
覧
を加 熱.してfiイ 才 ン と し'c;a111しそ ρ陽 イオ ン
.第6韓 抄
の無 か らA#101{1a1F.る。
實 驗 納 果 の 例 は圓 に 示 した 如 き もの で あ る・ 識 衰













壕 唱 、、 の光電子鰍 に韃 ナ
齢閏 己時 岡 が 長 くかLる 事
がわかゐ・
斯かる憧嚢現象を呈する搬構としては一庶種k
























75.自 金 衷面 に 於 け る 椄 鰐 的酸 票水 票 結 舍
DJ齢Ch臥pmon&P.、V・RecaolA,Pmc,
Roy.Soc.〔A),156,284一忍06(19:iG).
酸 素 水 素反 慮 に 白金 線.を.觸媒 と して 用 ひた.場合 に
於 て も,觸 媒 り前 出mが 其 活 性 度 に 非常 に大 き.な影.
.響を及.壕1すもので あ る・ 沸 騰 せ 己釀 酸 乂 は磆 酸 巾 に
浸 してiftいて も卩常 温 に於 て は 酸素 水 素 反 態 に活 性
物 理 化 学 の 進 歩Vol.10No.6(1936)
錬 363




































76.ゲル に 及ぼ す 超 盲波 の 影 響
H.FreundlichgK.Shclner,Trans.1ｰaraA.
Soc.,32,966～70(】o;:c).
酸 イヒ鐵,酸 化 アル ミ ニ ウ亠,ベ ン トナ イ1㍉マ 卩ン
酸 バ リ.ウム笋 のllrixohopichpdrogelオ甥皿力 な る超
vilt"に依 つ て 數秒 に.し.て液 化 ナ る鋭 象 は藪 年前 よJ
報 告 され て 居 る處 で あ る・ 鋤 魯 にxiしられ た こオし
r,
星野員
畳 ら.のゲ ル は痩 氣 との顯 は り液fヒを始 め ,鐡 の場 命
り 如 き♂ま色 め熨{ヒrこ依U.亅毒の打隹移 ⇒書孚ド易'ご認 め.らオL
a.無 鍍.の氣泡.を含ん だ 酸 化 アル ミ.昌.ウ.ム.ゲル に超
甘 渡 を放 射 ナ る と氣泡 が 上 昇 ナ る寧,症 ぴ.に試 驗 管
を逆 さに して'もゲ ルは 管.より拔 げ.て落 ち.る事 な く,
空 氣'との 界弼 よ1〕液化 す ろ事賞 等 に徴 して も明 かで.
あ る・前報 にC.Itondra冂1量K.sau【K(,Traロ5.F訂"d.
S㏄.,al,.8=.5〔1:1;15)〕に於 て超 脅濃 に佼 る乳 化作 川
の黄 構 を謹 明 した が.ゲ ル の液 化 も同 檪 に しで詭 明
し得a・ 油'永系 の乳 化 は 瓜 轍 面on豊 び にcoll母p遮
o「cavitiesに依 る もの と し た が ケ「ル の 液 化 も この
作 丿1川こ依 つ て生 ず る もの とす る 事 が 幽 來 る・.帥ち
cavilation,ro且lapseofCa¥'1【IC5ゆ獲 生 を妨寄 す る線
な外 鱶 の漣 少及 び櫛 加 は,超 音 波 の ゲル め液 化作 用
を減 邊 せ しめ るので あ つ て前 建 の乳 化 の場 合.と一 茸
ナ る。.次に ゼ ヲチ'ンを試 驗 管 に.Niiめて 水 を入 れ 超 音
波 をxxarfるttn...20秒に て繖.を 生 じ,40一晦
に て完 を に解 脇 ナ ζ}・こ の場 合 も.クト燃 を高壓 叉は 眞
,蔑rこす.乙と觧 厚4は極 く.1巌か か又 は 全.く起 ら1ぬr{申の
有搬 液mへ.の腸,ゴ ム,齢 鹽酸 へ り酸 化 ア.ルミ 昌ウ
ム等 の場 合 もlrl瞭で あ る・..即ちthimtmpic.1Ψdr啄d
り液.化,昆縞 ゼ ヲチ ン.等り 解膠 は超 菅 波 に.依つ て生
・ドるcari【anon及びcollapx.o`.caciliesに依 るも
の であ つ て 水'汕系 の乳 化 とlril尸機碑 に依 り諱 引 し
得 る もので あ.る。(亭 林)
齟一"冒 一'.一・、「/匣r一μ
η,超 音濃 に よ る凝 結 の實 驗
ILC,Parker,Trans.P'anJ,Soc.,.32i
川5}2δ(1936).
超 晋 波 に よつ て エ ロ ゾル と して の煙 が 如 何 に凝 精
ナ るか を買驗.した.もの で あ ろ・ 内 容12立の挺 巾 にて
'J.i"h'のマy#シ ウム を電 無 的 に發 火せ しめ,得 らオし
た娵 を試 料 と して これ と測 建 用 警 器 に.入}Lる・ ごり
容 瀑 に.内樫Yrm.長 さ16・5㎝.のar子管 で 一 方は 李
らなav子板 で 封 じ,他 方は 振 勲 子 水 晶 をは め,二.オし
か ら6じm,の 所 に湾 定
T
珊.の小 窓 をPig.1の 棣
A




晦 ・1數 へて灘 を計算ナる.
がこの場合にもこれと阿様の方法.を採 るの.であ.る・
物 理 化 学 の 進 歩Vol.10No.6(1936)
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Zeissり."3.bmm.の調1物レ ンズ と臟劃 入 の接 眼 レン
Y(:xl?。J}..を用 ひ一 宛 容 積 中の粒 子 の数 を一 定 時 間
内 に誼 取 も.ので 普 遖 そ の敏 は7～8を出 な い.一 是 時

























一 宛 瞳 穣 中`ζ含 輯 し
る煙 の徽 粒子 の歎 を
測 定 してFib,.,の如
き輸 果 を得 た.圖 の
縦軸 は粒 子 の敏 の 割
合 を初 濃 度 をio'とし
て裏 は した もの で あ
る。 二の報 告 の鰹 り
に,;.G.Richard5㎝,
K.SullneqE.Hiedemann,R.G.Parker等の賭 氏
に. よリ,超 晋 波 の振 輌,振 動 鍛,csvitation,分皺能
辱 り影 礬 そ の他 につ い て の瀰 が加 へ られ てtrra.
(夲林)
、 一-脂 、 冒 一冒,.一r.r智 ゴ 匸 曽 ゾ ■)}'一
"
r8・.簡單 に して安 價 な る電 瘋迸 析器
1`.A:,Bartell,Ind,1?ng,clfem.
(Anal,Ed・)8.2・17(198/i).
装 置 は 下 圃 の 如 くで 簡 單で 安 慣isini.も隔II嶷は 容 易
に調 靆 訓 しる鮎 が特 倣 で あ る.,
A`fが.ラ・管 〔直縄6・m長 さ1U・明 で 繍 辛B(直
r約Scm.憂さ1一 Scm)が附 い て ゐ る・A管 のaiiAi3
VO.1茜め ゴ亠桍 で,き っ ち,亅閉 ぢ られ て ゐ る・此 の
ゴ 亠栓1'liaっの孔 が あ け て あ つ て電 揃r流 .tiG
出搾Hを 挿 泣 人す る・
く り入 き樣 にCの 所 がふ く雪せ てあ る.
た 権(Celluloid或はpジr謝n)Kが3;dvc人 れ 「Cあ
つ て 之 は コ ロヂ ウム サ ツ クが電 極 と觸 れ ない 楼 に支
へ るた め の もので あ る.」・は サ ツ ク 内 の湾 遷 燃 が
高 くな.るのを 防 ぐた め り 管で あ る・
逡 析 用 の コ..卩ヂ ウ ムは3grのnitrocelluloselC?6
CG.のetGano且を加へ 次 に此 り混 合 物 を約lb分聞放
贄 しToc.c.のetlterを加 へ た る もの をmひ る・之 を
蜘 ・,c..の圓底 プ ラ ス 列 痴rの 蜘 こ附 蔚 させ て膜 を
作 り,ホ で 壁 理 して 離 ナ ゆで あ る・.(Hdm)
、.㌦幽州 一.一曜'　 '肉'齟.■..'
Dは コ ロヂ ウム サ ツ
クで 透 桁せ ん とナ る潅
懺 を之 に 入れ てBよ り
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79.遽 心 濾 迥 管
,D・1`幽.1fousl・n&C・Snybらlnd.L'ng.
Chcm。(Anal.Ed.)8,:ins(193δ).
逾IC櫨過 法は 結 册 を液盈 よ り分 離 す るの に,際 し
ては 懃 速 でイ∫妓 な方 法で あ るが,少 黛 の物 質 を處置
ナ るに は不(kであ る.著 者等 は 左 圓 の








あ る.両 し てfir.の上 筑 と多 孔mと の接 觸 をよ くす る.
ため に鱒 り合 せ に し てあ る.濾 過 坩 埆 は 底部 が 多孔
性 ρ もりで 卿 ちGoocLの 坩 堝 に1慮紙 をつ け た もの
或`‡ガ ラ ス溝 過 器 を用 ひ て よい 。 符 内 に 上逑 の 如 き
附聡 晶 を備へ た る逍 心濾 過 管 を圃 示 の 如 き ゴム栓 で
蓋 し,:y心機 にか け るので あ る・ 斯 る櫨 過 管 を用 び
る と任意 の温 慶 で溝 過 懆 作 を趣 邃 に 行ふ 二 とが 可 能




の支板 と受器 とを備へた るものである.
受器は厚堕の碕子管であつて管中にゆ
るくはめてあ り,底にゴム常をつけて
80。使 用 範 園1001～250CCの無 椴 恒温 槽 液 に 就 て
it,1{.ChrintenscnS,A,ILFinn,Ind,F.ng.
Chem,(Renal,F:d.)H,19-F(19:Ni).
有 槻 酸.化を堰 被ふ 賀 絵 に於 て は,次 り襟 な諸 性 質
を兼 匍 した 催1温槽 を使mナ る必 嬰 があ る・
亅)温 度 範隅125。、250℃.2)熱容 最 が 相 宮大 な`
















































.曹通 の 目的に ぱVU ,4がntb$'Gtiであ つ た.;二卿
.℃ に 近 い高 濃 に はNo .2が適 雷 で あ るが,:'aｰcに
な.ると岡 化 す る・No.3の如 きは1ケ 月以上 蓮績 使 用
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